
作家

夢枕獏さん

「餓狼伝」「⼤帝の剣」など、数々の⼈気シリーズを⽣み出し、今話題の「陰陽師」の原作者と

しても知られるSF作家・夢枕獏さん。デビュー以来、⼭岳、冒険、幻想⼩説などの分野で幅広
い層の読者を魅了し続けている。

素顔の夢枕獏さんは、登⼭、写真撮影、釣りなど多彩な趣味の持ち主。カメラ歴38年の夢枕さ
んの、カメラ、被写体に対するこだわり、そして絶賛公開中の映画「陰陽師」への思いを語って

いただいた。

⼦供の頃は“昆⾍少年”。「昆⾍を撮るためにカメラをいじり始めました」

先⽣がカメラに興味を持ち始めたのはいつごろでしょうか？

中学⽣くらいの頃からカメラを使い始めたから、38年くらい前になりますかね。
 僕がカメラを使い始めたきっかけは、昆⾍なんです。僕、⼩学⽣の頃から昆⾍少年だったんで
すよ。だから、昆⾍の写真を撮るためにカメラをいじり始めました。でも、⼀眼レフカメラは当

時の僕には⼿が出ないカメラでね、最初は⽗親が使っていたアイレスというメーカーのEEタイ
プのカメラを使ってました。広⾓レンズだったんであんまり近寄れないんですけど、そういった

カメラで撮って、点のような蝶々を⾒ていましたね。

 ⼀眼レフカメラを使うようになったのは、⾼校⽣のときにニコンの「ニコマート」を買ったの
が最初かな。それ以来、⼀眼レフはニコン⼀筋ですね。

もうその頃にはカメラ⾃体に興味を持ち始めていらっしゃったのですか？

そうですね。⾼校の時にはもういろんなものを撮るようになっていました。⼀番多く撮っていたのは昆⾍も含め、⾃然の写真か

な。⼈間の写真を撮るよりは圧倒的に⾃然のものが多かったですね。それは今にも通じていることです。

 そして、部員でもないのに学校の写真部の暗室に毎⽇のようにこもって1⼈で焼いていました（笑）。

今お使いになっている機種はなんですか？

ニコンのF2、3、4です。その中でも、僕が⼀番使いやすいのはF3のマニュアルですね。

数あるカメラの中から、あえて⻑年ニコンを使われている理由はどこにあるのでしょう？

ニコンのカメラが持っている描写⼒が、僕は好きなんですよ。

 最初にどのカメラを使おうか迷っていたとき、ニコンのカメラの質感が⼀番確かだ、と思ったんです。ニコンのレンズはとても
優れていて、着物などを撮ったときに着物の⽬の質感というのがすごくよく出るんですよ。壊れにくいなど他にも魅⼒はあります

が、最終的な決め⼿となったのはやはりレンズですね。

レンズの機能とは“ぼかす”こと。「光と光が溶け合う、それが⾊っぽいんです」

デジタルカメラは使われますか？

何度か使ってみたんですけど、どうもいまいち「撮ったぞ」っていう納得度がないんですよね、デジタルカメラだと。僕は、マニ

ュアルで⾃分⾃⾝の⼿でピントを合わせて「バシャ」（カメラを構え、シャッターを押す動作をしながら）やっぱりこれですよ。

この⾳がないとだめですね。

⼀つずつピントを合わせるという過程が楽しいのでしょうか？

楽しいというか、それじゃないと不安なんですよ。機械だと、「本当にピントを合わせているのかな？」という気がしちゃってだ

めですね。

 それに、写真を撮るうえで、構図を決めてピントを合わせるというのは⼀番おいしいところだと思うんです。だから、それは⾃
分でやらないと気が済まないですね。

納得のいく写真を撮るには、ご⾃分の⼿と⽬を使ってピントを合わせるのが⼀番、ということですか？

そうですね。ある程度までならオートでも対応できるとは思いますけど、それでも相当細かいレベルの話になるとちょっと無理が

あると思うんですよ。どこにピントを合わせるか、というのが写真にとっては重⼤な問題ですから。

 たとえば横から⼈間を撮ったときに、ピントを⿐に合わせているのか、右⽬に合わせているのか、左⽬に合わせているのか、と
いうことで写真が全く違ってきますよね。

 すすきの上に⽌まっている蝶々、あるいは⾦網の端に⽌まっているテントウムシ。これらを写真のどの位置に置くか、というの
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本⽂学科卒業。1977年SF専⾨誌「奇想天外」に「カエルの死」が掲載されデビュー。その後、「魔獣狩り」「闇狩り師」「陰陽師」な
どの各シリーズが⽴て続けにベストセラーとなる。1989年「上弦の⽉を喰べる獅⼦」で第10回⽇本SF⼤賞受賞。1998年「神々の⼭
嶺」で第11回柴⽥錬三郎賞受賞。
趣味は登⼭、カヌーなどのアウトドア全般、写真撮影、歌舞伎および古典芸能鑑賞など多数。写真集には、「幻花曼陀羅」「光の博物

誌」「聖玻璃の⼭」などがある。

「陰陽師」

平安時代、⼈の世にはものの怪、悪霊の存在が⼤きく影響していたといわれる。その闇の世界から呪術を使って⼈間を守るために、朝廷

には「陰陽師」とよばれる役⼈がおかれていた。この⼩説の主⼈公「安倍晴明」は、平安時代に実在した陰陽師であり、平安時代の「今

昔物語」や鎌倉時代の「宇治拾遺物語」、そして江⼾時代に⼊ってからは歌舞伎、浄瑠璃、講釈など、様々なジャンルで現代まで語りつ

がれ、⽇本⼈に愛されてきた⼈物である。

 1988年に夢枕獏⽒により⼩説「陰陽師」シリーズが発表されると、それを⽪切りに「陰陽師」あるいは「安倍晴明」の⼤きなブーム
が巻き起こり、ドラマ、舞台、漫画など多⽅⾯で様々な安倍晴明が表現されている。

 岡野玲⼦のコミック「陰陽師」（原作・夢枕獏）は2001年に⼿塚治⾍⽂化賞マンガ⼤賞を受賞。さらに、夢枕獏⽒⾃⾝も脚本に参加
した映画「陰陽師」が10⽉6⽇より東宝映画系で公開中。
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ヒヨドリジョウゴの実。夢枕さんの

絶妙なピント合わせによって、

実の鮮やかな⾊が引き⽴つ。

冬の北海道で。厳しい寒さまでが伝わってくる1枚。 登⼭が趣味の夢枕さん。標⾼約5,400mの場所より⾼⼭病と闘いな
がらエベレストを撮影。

は⾮常に微妙なんです。これをオートでやろうとすると、どんなに性能が優れているカメラでもなかなか難しいと思いますね。ア

リの触覚のどの部分に、花だったら、どの花粉にピントを合わせるか。僕が撮りたい写真はそこまで細かいレベルになっちゃうの

で、やはり⾃分の⼿でやるのが⼀番です。

 それから、ピントというより「ぼけ」ですね、僕にとって⼀番重要なのは。

「ぼけ」ですか？

ええ。僕はピントを合わせたい、というよりは、ぼかしたいんですよ。接写で撮るようになっ

て、レンズの機能というのはピントを合わせることではない、ということがわかったんです。

 レンズの機能は「ぼかす」ことだと僕は思います。それは、他のものではありえない機能で
す。たとえば絵画では、その形を写真のようにきちんと描くことはできても「ぼけ」というも

のは存在しないですよね。「ぼけ」というのは、レンズがあって初めて存在するんです。

 ぼけるということは、光が溶け合うということです。ぼかすことによって、きっちり⾊分け
されていたはずの物と物との境⽬が混ざるわけです。ですから、植物の葉っぱや花びらを透過

光で撮ったとき、ピントを合わせたところ以外の光がブレンドされるんですね。そうすると、

とろりとした光がスープのようになって花びらの中にたまっている。これが、ものすごく⾊気

があるんですよ。そのぼけが⼀番きれいな場所を探るには、やはりオートではなくてマニュア

ルなんです。

では、これから作品として撮ってみたい被写体はありますか？

接写でバラの花びらを撮ってみたいですね。

 バラって、⾊っぽいところがあるんですよ。だからバラでは、まさに「ぼけ」を撮りたいん
です。バラの⾊っぽさを「ぼけ」を使ってヌード写真を撮るような感覚で。バラといっても、

いろいろな種類のバラがありますから、それぞれを透過光をメインにじっくり撮ってみたいで

す。そこに⽂章をつけるとしたら、詩か短歌、俳句でしょうね。

 あとは、⼀つの⾕を、四季を通して1年間じっくり撮ってみたいです。冬が来て雪が降っ
て、だんだん植物が増えてきて、といった過程をね。

 この2つは、僕にしか撮れないビジョンというものがもう頭の中にあるんですよ。僕の知るかぎり、この2つに関してそういった
明確なイメージを持っているのは、今、僕だけなんです（笑）。昔からやりたいと思っていてすでにいろんなイメージが浮かんで

いるんですが、残念ながら時間がなくてまだやっていません。でも、いつか必ずやりますよ。ただ、そういう写真集が売れるかど

うかは全くわからないですけどね（笑）。

楽しみに待っています！

望んでいた通りの映画化、漫画化。「原作者として、幸せなこと」

次に、10⽉6⽇に公開された先⽣が原作の映画「陰陽師」についてお聞きしたいと思います。完成した映画をご覧になって、いか
がでしたか？

「安倍晴明」を演じる野村萬斎さんが、⾮常にいいですね。それから「道尊」という、安倍晴明の敵役を演じる真⽥広之さんがこ

れまたよくて、この2⼈の絡みは観ていて⾮常に⼼地よいです。

先⽣がイメージされていた安倍晴明像と、共通点、相違点はありましたか？

⼩説的に、ということではなくて映画的に想像していたイメージは、野村萬斎さんでぴったりでした。

野村萬斎さんは、先⽣がかなりラブコールされたそうですね。

そうですね。僕は、「陰陽師」を映画にするときは安倍晴明は野村萬斎さんで、というふうに以前からずっと思っていたんです。

だから、今回の映画化もスポンサーがついていろいろと決まってから「じゃあ、主役だれにする？」と進んだのではなく、萬斎さ

んがOKと⾔ってから、映画制作の全てがスタートしたという感じですね。

ではその期待通り、萬斎さんの安倍晴明が⾒事にはまっていたというわけですね。先⽣は普段⼩説を書かれるとき、頭の中で映像

のようなものは作られるのでしょうか？

僕は、わりと作るほうですね。

では、ご⾃分でイメージされた映像と、映画の映像というのは⼀致していましたか？

うーん、違いますね。それは、どういう映画を作っても必ず違ってくると思います。どっちがい

い、悪い、というのではなくて、⼈間が頭の中で描くものをそのまま映像にすることはきっとで

きませんね。

僕が⼩説を書くときに思い浮かべる映像というのは、全体ではなくて部分なんですよ。たとえば

「安倍晴明が縁側に座って、軒から降りてくる⽉光を浴びている」という映像を思い浮かべると

き、僕の頭の中に、肩に⽉光が当たっているイメージ、庭の描写のイメージはあるんです。で

も、いろいろ抜け落ちているものがあるわけですよ。

映画の場合はレンズに映るもの全てが描写されるわけですから、僕が想像もしなかったひさしの屋根の裏側とか、そういう細部ま

で撮っている。だから、本当に違ってきますね、⼩説家が頭の中で描く映像と、実際にカメラで⽣の⾵景、⽣の⼈間を撮った映像

というのは。違って当然、というか、違わないといけないでしょうね。

なるほど。それでは、映像になった「陰陽師」をご覧になって、先⽣の中で何か新しく発⾒されたことなどはあるのでしょうか？

映画の中で、⽣⾝の「野村萬斎」という役者が動いたことによって、僕の中での「安倍晴明」像が影響を受けますね。映像を観て

からは、⼩説を書くときにやっぱり萬斎さんの顔が頭にちらつきます。

ということは、これからの⼩説「陰陽師」に、野村萬斎版「安倍晴明」のエッセンスが加わっていくことになるのでしょうか？

そうですね。僕の中で、野村萬斎版「安倍晴明」が動く以上は、⼩説にも影響があるでしょうね。そういう⾯でも、彼による安倍

晴明は、僕にものすごくいいものをもたらしてくれたなあ、と思います。

「陰陽師」は岡野玲⼦さんによって漫画にもなっていますが、映画、漫画といった様々な形で「陰陽師」がビジュアル化されるこ

とについては、原作者としてどのように感じていらっしゃいますか？

⾮常にうれしいことです。岡野さんによる漫画化も、僕⾃⾝が望んでいたことですし。

岡野さんの漫画は、僕の原作に沿った形で動いていたのは7巻⽬くらいまでです。8巻⽬くらいからは、彼⼥の独特の世界観をご⾃
分でお描きになっています。ですから、僕の原作とはまた違った「安倍晴明」が岡野さんの描く「陰陽師」で表現されていて、こ

れもまた⾮常に素晴らしいですよ。

映画化については、昔から⼼に温めていたことでもあり、安倍晴明は野村萬斎さんで、という僕のかねてからの希望がかなったわ

けですから、こんなにうれしいことはありませんね。そして、映画を観た⼈が「じゃあ、原作を読んでみようか」と僕の書いたも

のにも興味を持ってくれたら、それは作者にとって⼀番うれしいことです。「安倍晴明」という歴史上の⼈物に僕⾃⾝とても魅⼒

を感じていますし、よりたくさんの⼈に読んでほしいですから。



⽇本語にすると「⺟の⾸飾り」という意味のネパールの⼭アマダブ
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チベット、ネパールに何度も通い、多くの写真を撮影している。
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映画化にしても、漫画化にしても、なかなか望んだからといって思い通りになるわけじゃないですから、⾃分の望み通りに全てが

実現したということは、原作者として、本当に幸せなことだと思っています。

“宇宙は平等である”。レンズを通して培った視点

最後に、「写真を撮る」ということが⼩説家としての先⽣の視点に何か影響していることはありますか？

カメラを使い続けてきた結果として、レンズを通さないとわからない“ものをみる発想”みたいなものが培われていると思います
ね。  たとえば「中⼼」という概念。カメラでは、それが端であろうと下であろうと、ピントを合わせた位置が中⼼でしょう。
だから、ちょっと哲学的な意味合いになりますが（笑）、レンズを通してものを⾒ているとき、「中⼼というのは、中⼼ではなく

てもいいんだな」ということにハッと気がついたりしますね。

それから、「宇宙は平等である」ということ。⼭に登ったときに、⼩さな「ツバメオモト」という植物を⽊漏れ⽇の中で撮ってい

たんです、ツバメオモトの花びらに光が当たっている様⼦を。そうしたら近くにアリが歩いてきたので、今度はアリにレンズを向

けました。すると、アリの触覚にもちゃんと光が当たっているんですね。そして、僕⾃⾝にももちろん光が当たっている。林の向

こうに⽬を向けると、北アルプスの⼭にも光が当たっている。つまり、太陽からほんの数分で届いた光が、ほぼ同時に地上のすべ

てのものに当たっているんです。そのことに気がついたとき、⾃然と⾃分との距離は、⾃然とアリとの距離と全く同じだな、宇宙

に対して等価なんだなあ、ということを感じました。

そういったレンズを通して実感した“ものの存在に対する視点”は、僕の⼩説の⽅にも⽣きていると思いますね。
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